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～講評～ 

１ 小問集合 

（１）定積分の計算（易）（２）極限（基本）（３）不定方程式（基本） 

（４）三角関数（基本）（５）確率（基本）（６）座標空間（標準）（７）ベクトルの内積（標準） 

（１）～（５）は必ず解きたい。（７）は 3 , 4a b x a b y+ = − = と置き換える典型問題であるが、初動を間違えると難

しい。 

２ データの分析 

分散・相関係数によって定義される 2 次関数についての問題。内容自体は難しくなく、定義に忠実な計算を求め

る問題であるが、ボリュームはやや多めである。 

３ 数列 

等差数列と漸化式についての問題で、後半は整数の桁数を調べる常用対数の応用。内容は基本的で、問題のボリ

ュームも標準的である。 

 

１の小問集合は昨年と同程度、３の数列が昨年よりやり易いものとなっている。２のデータの分析は知識が整理

できていない生徒もよく見られるので得点差がついたと思われる。全体で 7 割は確保したい。 


